
SrRZXvoLl6,ppJ7-23,l998
AJoumalofFieldOmithology◎WildBil･dSocietyofJapaI1

低温多雨がニュウナイスズメの産卵間隔と一腹卵数に与える影響

察照永＊

岩手大学大学院連合農学研究科環境管理学講座.〒０８o帯広市稲田町西２線

はじめに

‘〔蝋の繁殖に影響する要lklは様々であるが，その１つに気象条件があることは多くの研究

で知られている（ElWaillyl966,Avery＆Krebsl984,Rotenberly＆Wiensl991,Jarvinen

l996)．鳥頬は繁殖のためにエネルギーを必要とするが，低温の場合，より多くのエネルギ

ーを必要とする（O'Colmor＆Morganl982)．気象条件は，１１１１:接的には生活に必要な代謝エ

ネルギー肱に影響し，間接的には食物となる昆虫類（Pel･rinsl970,BIyantl975,Anderson

l977)，特に鱗迩I|の幼虫の発′|鐘に影稗する（ｌＩＵｌ:1988)．

、杵音は1994年から1996年のニュウナイスズメRzsscγγ”Ja7zsの繁殖生態の洲査期間Illに

低洲多雨の彩禅と思われる産卵間隔の良期化と一眼卵数の減少が兄られたので紺告する．

ニュウナイスズメは束ロシア，「''''1，韓国，１１本のみで繁殖するスズメ科の１種である

(Summers-Smithl988)．’'水においては北海道，本州北部の,１.柵間地域において繁殖して

いる（羽H11953.羽川・熊谷1972)．繁殖地における本種の分ｲ|i域は限られているためか，

ほかのスズメ脇鳥類，イエスズメＲｄＯ柳es1ficz心，スズメＲ〃zO"ｵα”s，ハイガシラスズメＲ

ｇ"Sc"s，スペインスズメＲ伽坤a7zjOlIe"sjSなどに比べてﾉk態に関する研究が少なく，少数の

論文があるだけである（羽'111953,羽'11・熊谷1972,Nechaevl973,Zembitzkayal979)．

ニュウナイスズメは北海道に４月後半に渡来し（藤巻1984)．公卿、農耕地の残存林（孤

肱林）や防風林などの､F野部の林，低'11帯の森林など様々な環境で兄られる（膝巻1984,

1996,Fujimaki＆Takamil986)．

調査地および方法

調査は，．|･勝平野のほぼI|'央部に位ii‘画iする帯広畜産大学|､l･腕農場内のカラマツＬαﾉ,此

19が0ﾉ”is防風林(４２．５２，Ｎ，１４３．１１'Ｅ）と付属農場から約10kｍ離れた落葉広莱樹林の狐､1ﾉ：

林（42°４８，Ｎ，143°０６，Ｅ)で行なった．
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帯広畜産大学の付属農場は大部分が農耕地で，高さ約20ｍのカラマツ防風林があるが,一部

に研究施設，農場事務所，畜産施設（牛舎，乳製品工場など）などの建造物がある．建物周

辺にはシラカンバＢＥ如肱伽妙ﾙｿﾉkzvar.””此αの並木が少しある．孤立林の高木層は，ヤチ

ダモFP9rj”ｓ柳α"｡s”がcavar.〃'0”cα，ハルニレ【ﾉﾉ加脚ｓ血"城α"αvar､ね，”jca，キハダ

研e肋”"｡'W､α""〃猫e，キタコブシMZg派0”A06zusvar､60"αﾉis,ハンノキＡﾉ"24s”0"たα，イ

タヤカエデAceγ”0"0などで，低木層はフッキソウPbcIIysα”、彪河"伽αﾉﾒsなどから構成され

ており，オオクマザサＳａｓａｃｈａｍｃ如Ceαなどの草本類も発達している．孤立林の中は，小さ

い水路が通っており，かなり湿潤である．孤立林の周辺は開けた農耕地で，農耕地の横を小

さい水路が流れている．

調査には幅15ｃｍ，奥行15ｃｍ，高さ２３ｃｍ，巣穴径３ｃｍの巣箱をもちいた．1994年２月

には，巣箱42個を防風林に約20ｍ間隔で，高さ約２ｍの位置に架設した．1995年２月に

は，巣箱94個を防風林に，２０個を孤立林に，1996年２月には防風林，孤立林ともに50個

づつの巣箱を高さ２ｍの位置に設置した．1994,1995,1996年の４月１０日から８月上旬まで

毎日調査地を巡回して巣箱の利用状況，利用された場合は繁殖状況を記録した．産卵初卵日

を５日間隔でまとめたところ，５月中旬と６月下旬に２回見られたので（Chael997)，６月
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図１．産卵開始日と１９９４（■)，１９９５（▲)，1996年（●）の帯広の平均気温および降水量

Fig.１．Distributionofthefirstegglayingdateandavemgetempemtur℃sandprecipitationinObihiro
south毛astemHokkaido,19941996．SquaresrEprEsentl994,trianglesl995,ａｎｄｃｉ1℃lesl996．
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１日以前に産卵が開始された場合を“前期繁殖''，その後産卵が開始された場合を“後期繁

殖”とした（図１）．

気象データは帯広畜産大学付属農場で測定されたものをもちいた．

結果

1994,1995年の前期繁殖の平均気温はそれぞれ11.2℃で，降水量はそれぞれ45.5ｍｍ，

95.5ｍｍであった．これに対し1996年の前期繁殖の平均気温は7.9℃で，1994年と1995年に

比べて低く（MannWhitney，sUtest,Ｚ＝-4.05,Ｐ〈0.01)，降水量は157.0ｍｍで，降水量も多か

った（図１）．後期繁殖の気温は年間の差がほとんど見られなかったが（Mann.Whitney，sU

test,Ｚ＝-1.58,Ｐ〉0.05)，降水量は1996年の方が多かった．５月１日から５月２０日まで毎日

の最高気温，最低気温を見ると，1996年には最高気温が20℃を越す日が１日もなく，１０℃

以下の日が多かった．それに対して，1994年と1995年には最高気温20℃以上の日が多く，

10℃以下の日はほとんど見られなかった．５月１日から５月２０日までのあいだの最低気温

は，1996年のほうが，1994年と1995年に比べて低く，特に０℃以下の日も多く見られた．

巣が完成するとまもなく産卵が開始された．1994年と1995年の前期繁殖には，ほぼ１日１

卵を産卵したが，1996年には，１日１卵の場合が54.3％,２日に１卵が17.1％で，３日以上の

産卵間隔も見られた（表１）．後期繁殖における産卵間隔はすべて１日１卵であった．産卵間隔

は最高気温が低いと有意に長く（図２；Spearmanの順位相関係数γ＝-0.66,Ｐ〈0.01)，最低

気温が低くなると有意に長くなった（図２；Speannanの順位相関係数γ＝-0.48,Ｐ〈0.01)．

表１．前期繁殖におけるニュウナイスズメの産卵中止の割合

'nablel、DetectedlengthoflayingintemlptionofRussetSpan･ows

inearlybreeding,19941996.

1994

1995

1996

産卵中止（日）InteITuptionlength(days）

1１

３８

３５

４２Ⅳ０ １

８

0.0(0）

0.0(0）

8.6(3)

0.0(0）

0.0(0）

2.9(1)

０．０(0リ

０．０(0）

17.1(6)

1９

0.0(0）

5.3(2)

17.1(6)
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図2.産卵慨l隔と最高および岐低気温との関係

Fig.２．′nlerelationshipbetweenthelayinginterruptionandmaxlmumandminimumtempratu肥sin
l996．
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表２．ニュウナイスズメの一腹卵数の年間の変動

画ｂｌｅ２、ClutchsizeofRussetSparTowsinl9941996.

ClutchsizeMean±ＳＤ(No.ofnests）
Period

Earlybreeding

範囲mnge

Latebreeding

範囲range

1994

6.4±0.8(11）

57

4.5±1.5(6)
２－６

1995

6.3±0.8(38）

59

4.2±1.1(20）
２－６

1996

5.6±1.1(35）

4-8

4.3±０．８(14）
３－６

MannWhimeyIsUtest，

前期繁殖：1994Ｖs,1995Ｚ＝-0.96,Ｐ〉0.05;1994Ｖs､1996Ｚ＝-2.33,
Ｐ＜0.05;１９９５Ｖs､１９９６Ｚ＝-2.90,Ｐ＜0.01．

後期繁殖：l994vs,1995Ｚ＝-0.61,Ｐ〉0.05;1994Ｖs､1996Ｚ＝-0.58,
Ｐ＞0.05;１９９５Ｖs､１９９６Ｚ＝-0.04,Ｐ＞0.05.

前期繁殖の平均一腹卵数(平均値±標準偏差）は1994,1995,1996年に各々 ６．４±0.8卵，

6.3±0.8卵，5.6±1.1卵であり（表２），1994年と1995年のあいだでは有意差が見られなか

ったが，1994年と1996年,1995年と1996年のあいだでは有意差が見られた．しかし後期繁殖

における一腹卵数は4.2±1.1～4.5±1.5の範囲で,年間の有意差が見られなかった．

考察

一般にスズメ目鳥類は１日に１卵を生むことが知られている（Ｄｈｏｎｄｔｇｆａｊ.1983,

Nakamuraetaﾉ.1984,LundbeIg＆Alatalol992)．シジュウカラＲz〃s沈伽γとアオガラＲ

ｃａｅ〃ﾉ”ｓでは，産卵間隔が産卵期間中の急激な気温の低下によって１０日以上のこともある

(Dhondtemﾉ.1983)．シジュウカラの産卵間隔は，気温の低下による採餌成功率の低下によ

って引き起こされる（AyeIy＆Krebsl984)．また，カワガラスα"c“，αﾉkzs"の産卵は，急

激な気温の低下によってホルモンのバランスが崩れて産卵が止まることもある（小藤私信)．

しかし本研究では，低温がニュウナイスズメの産卵間隔にどのようにして影響をあたえたの

かは明らかにすることができなかった．

鳥類の繁殖活動は，気温の低下による体の維持にかかるコストの増加と利用可能な食物の

現存量の減少の影響を受ける（Lackl967,Perrinsl970)．マダラヒタキ恥e”kz柳0ﾉ”cα，

シジュウカラ，アオガラは，気温が低くなると卵生産に費やすエネルギーが相対的に多くな

るので，一腹卵数が減少する（Ojanenl983,Haftom＆Reinertsenl985,YomJIbv＆Wright

l993）ニュウナイスズメの食物として最も多く利用されたのは鱗迩目の幼虫であったが

(Chael997)，気象条件が悪いと食物となる鱗迩目の幼虫の発生に影響するので（Yoshida

l980,1985,PeITinsl991)，一腹卵数に間接的に影響したかもしれない．これらのことから，

1996年の一腹卵数が1994年と1995年に比べて少なくなったのは，偶然に訪れた1996年の前

期繁殖期間中の低温による食物の利用可能性の低下が原因の一つであると考えられる．
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要約

1994年から1996年に北海道南東部の２つの異なる環境において低温多雨がニュウナイスズメの産

卵間隔と一腹卵数に与える影響を調べた．1996年の５月に北海道では非常に低い気温と多量な降水

量が記録された．1994年と1995年において産卵はほぼ１日に１卵であったが，1996年には１日１卵

の例は54.3％にすぎず，３日以上の産卵間隔が多く見られた．1996年の前期繁殖の平均一腹卵数は

1994年と1995年に比べて有意に小さかった．ニュウナイスズメの長い産卵間隔と一腹卵数の減少は

産卵期間中の急激な気温の低下が原因と考えられた．
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